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1. 種子島の概要 

 

  種子島は、九州の南端に位置する鹿児島県鹿児島市から、さらに南方約  

１１５ｋｍの所に位置し、南北５８ｋｍ 東西６～１２ｋｍと南北に細長く伸

びた比較的平坦な島で、隣接した馬毛島を有し、日本の離島の中で５番目に広

い面積（約４４５ｋ㎡）を有している。１市２町（西之表市・中種子町・南種

子町）からなり、東シナ海に面した西海岸には白い砂浜が多く、太平洋に面し

た東海岸は風波の浸食によってできた奇岩・奇石がエメラルド色の海と調和し、

すばらしい景観を有している。 
気候は亜熱帯性で、全島にハイビスカス、ガジュマル、ソテツなどの南方系

の植物が繁茂している。またこの島は、１５４３年（天文１２年）にポルトガ

ルから鉄砲が伝来した土地でもあり、鉄砲伝来と若狭姫にまつわる悲恋物語を

はじめ、数多くの民話・神話伝説がある。 

現在は、日本最大の大型衛星打上げ射場のある宇宙に一番近い島、宇宙への

入り口の町として多くの観光客が来島し、新旧おりまぜた観光地となっている。 

 

 

＜概 要＞ 
「平成２０年度熊毛地域の概況」より 

  
◎人  口 ：３３，１７７人 
（南種子町６，６００人・中種子町９，１０７人・西之表市１７，４７０人） 

 
◎総 面 積 ：約４４５ｋ㎡ 

 
◎島 の 形 ：南北 約５８ｋｍ、東西 約６～１２ｋｍ 

 
◎島の周囲 ：約 １６６ｋｍ、最高地点 ２８２ｍ 

 
◎気  候 ：亜熱帯性 
       年平均気温 １９．６度、年間降水量 約２，３００ｍｍ 
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２．種子島宇宙センターの概要 

 
２－１ 種子島宇宙センターの概要 
 
 種子島宇宙センターは種子島の東南端に位置し、昭和４１年から建設を開始し

た。同宇宙センターには小型、中型、大型ロケットのための射場があり、射場か

ら約１８ｋｍ北方には増田宇宙通信所、６ｋｍ西方には宇宙ヶ丘レーダ局、また

約１３ｋｍ西南方には門倉光学観測所などの関係施設があり、さらに液体エンジ

ンおよび固体ロケットの地上燃焼試験等の諸設備を有している総面積約９７０

万㎡(*)のわが国最大の射場である。 
当宇宙センターにおいては、人工衛星およびロケットの打上げにいたるまでの

各種点検・調整、組立等の発射整備作業およびロケット打上げのカウントダウン

作業、発射後のロケット追尾等の作業を行い、研究開発衛星打上げの中心的役割

を果たすと共に、液体エンジンおよび固体ロケットの地上燃焼試験等を行うなど、

開発業務の一端も担っている。 
また、当宇宙センターは、美しい南の島の景観とマッチした環境保全に努め世

界的にも環境に配慮した美しい射場として知られている。 
なお、鹿児島県の南東に位置する内之浦宇宙空間観測所からは数々の科学衛星、

科学観測ロケットを打ち上げており、種子島宇宙センターと内之浦宇宙空間観測

所とを総称して鹿児島宇宙センターと呼んでいる。 

 
*事業用地の他、射点を中心とした半径３km内の国有林等を含む 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 3

２－２ 種子島立地の理由 
ロケットおよび人工衛星の打上げ射場を選定するに当たっての考慮条件

は次のとおりである。 
①静止衛星を打上げる際には、地球の自転（西から東）のエネルギーを利

用するため、また極軌道衛星を打上げるため、東・南向けの発射に対して

陸上、海上、航空の安全に支障がないこと。 
②日本領内で、できるだけ赤道に近いこと（種子島は北緯３１度）。 
（注）当時はまだ沖縄は日本に返還されていなかったので、日本領土の     

最南端は与論島（北緯２７度）であった。現在の最南端は沖ノ鳥島（北緯

２０度）である。 
③沿岸漁業者との干渉ができるだけ少ないこと。 
④必要な用地面積が早期に入手でき、かつ土地造成が容易なこと。 
⑤通信、電力、水源が確保できること。 
⑥できるだけ交通が便利で、人員、資材、機材の輸送がしやすいこと。 
⑦人口の密集した地帯からなるべく遠いこと。 

 
これらの条件は互いに矛盾するところがあり、全条件を満足するところ

を探すのは非常に困難だったが、宇宙センター候補地を探していた当時、

上記条件に最も適合する種子島の現位置を選択した。 

 
３．主要施設 
   種子島宇宙センターの主要施設は、以下のとおりである。 
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３－１ 竹崎射場 
 
（１）小型ロケット発射場 
      技術開発を目的とした小型ロケット（LS-C 型・JCR 型・TT-500A 型・ 
   TR-I 型など）の発射作業を行う小型ロケット発射管制棟、小型ロケット発

射台などがある。 
    平成３年からは、TR-I 型を改良した宇宙実験用小型ロケット（TR-IA 型  
   「たけさき」）の打上げ射場として使用してきたが、TR-IA 実験計画は、宇

宙ステーションの初期利用に向けた宇宙実験技術の高度化、共通実験、装置

の要素技術開発等、当面の技術開発目的を達成したため、平成１０年の７号

機を以てそのミッションを終了し、現在射場は使われていない。 

 

 
 

（２）固体ロケット試験場 
Ｈ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケット用固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－Ａ）の

燃焼試験場である。過去にはＨ－Ｉロケット用固体補助ロケットブースタ

（ＳＯＢ）およびＨ－Ⅱロケット用固体ロケットブースタ（ＳＲＢ）の燃焼

試験も実施してきた設備である。 
計測室・シェルター付きテストスタンド・カメラ室などを整備している。 
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（３）竹崎展望台 
ロケット打上げ時のテレビ・新聞・雑誌等のマスコミ機関の取材場所で、

屋上に取材用スタンド、内部には記者会見室、打上げ視察者・広報班員等

の控え室、プレスルーム、時刻表示装置を装備している。大型ロケット発

射場から約３.６ｋｍ離れた位置にある。 

 

 
 
（４）宇宙科学技術館 

日本の宇宙開発についての目的、意義、その必要性、開発の現状等につ

いて、一般の方に広く理解・協力を頂くと共に、将来を担う青少年に宇宙

開発並びに宇宙に対する希望、夢、興味を抱かせる施設として、わが国初

の本格的な宇宙開発の展示館が昭和５４年８月にオープンした。宇宙と人

類の関わり、宇宙開発の未来像、宇宙開発の私たち人類への寄与、人工衛

星およびロケットの仕組みと働き、その打上げおよび追跡管制の状況等を

展示しており、無料で一般公開している。 
平成９年３月２６日に、「きぼう」日本実験棟（ＪＥＭ）実物大模型、

宇宙情報センターなどを増設し、名称を宇宙開発展示館から宇宙科学技術

館に改めた。 
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（５）Ｈ－Ⅱロケット実物大模型 
わが国の総力を集結して自主開発した純国産大型ロケット・Ｈ－Ⅱロケ

ットの実物大模型を、当宇宙センターのシンボルとして竹崎射場の一角、

芝地に屋外展示している。見学来訪者が直接手を触れ、ロケットの大きさ

やその迫力などを実感しながら、宇宙開発を身近なものとしてより理解を

深めてもらうために横置きで設置している。 

 

【参 考】 

  ＜本体 全長５０ｍ・直径４ｍ／ＳＲＢ 全長２３ｍ・直径１．８ｍ＞ 

 

 
 
（６）総合指令棟（Takesaki Range Control Center; RCC） 

総合指令棟は、種子島におけるロケットおよび人工衛星の発射前作業、

地上安全、発射および追尾等のすべての作業について指令管制を行うと共

に、島内の各ステーションおよびダウンレンジ追跡所間の連絡調整の中枢

となり、発射作業全般の円滑な進行を行うところである。そのために、内

外からの情報収集、分析、判断を実施し、必要な企画立案、関連部署への

伝達、データの処理、進行管理等の業務が行われる。    
総合指令棟には、指令管制設備、通信設備、時刻設備、気象観測設備、

光学観測設備、各種モニターがある。 
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３－２ 中型ロケット発射場 
 
（１）中型ロケット発射場 

中型ロケット発射場は、Ｎ－ＩロケットからＮ－Ⅱ、Ｈ－Ｉロケットまで

の打上げに使用してきたが、Ｊ－Ｉロケット用に改修し、平成８年２月のＪ

－Ｉロケットの打上げを最後に、現在は使われていない。 
なお、中型ロケット発射場には、ロケットの組立から整備、点検・調整を

行う中型ロケット組立棟（Osaki Mobile Service Tower; MST）、ロケット

の固定と発射のための発射台、発射時までのロケットおよびペイロードの電

気や空調用電気、高圧ガス等を供給するためのケーブルおよびダクトを支持

する中型ロケット発射支援塔がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｊ－Ｉロケットの打上げ設備は、Ｎ－ⅠロケットからＮ－Ⅱ、Ｈ－Ｉロ

ケットまでの打上げに使用してきた施設を改修し有効利用すると共に、Ｊ

－Ｉロケットに特有な設備の整備を行った。Ｊ－Ｉロケットの組立・整備

作業は、Ｈ－Ｉロケット時と同様に移動整備塔内で行われ、発射時にはレ

ール上を移動整備塔が１００ｍ後退し、ロケットを打ち上げる方式をとっ

ていた。 
ロケットの組立から整備・点検調整を行う移動整備塔、ロケットの固定

と発射のための発射台、発射時までロケットおよびペイロードに電気や空

調用空気、高圧ガス等を供給するためのケーブルおよびダクトとを支持す

るアンビリカル塔等がある。 
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（２）  中型ロケット発射管制棟 
中型ロケット発射管制棟は、Ｊ－Ｉロケット発射台（射点）から約１７

０ｍ離れた位置にあり、半地下式耐防爆構造の建物である。打上げ時には

約１００名の要員が作業を行い、万が一ロケットの爆発事故が発生した場

合でも、中の作業者に危害が及ばないよう、屋根にあたる部分は厚さ約１

ｍのコンクリートと２ｍの土で覆っている。射点におけるロケットの組立、

調整、点検、高圧ガス等の充填制御、発射の各作業に対し、指揮、操作、

監視等を行うと共に、総合指令棟に情報を伝達するなど、発射管制作業を

遠隔操作で行い、ロケットの打上げに関する全般を指揮していた。 
また、ロケットの点火タイマー起動、発射の秒読みなどもこの発射管制

棟で行った。 

 

 
 
（３）８０ｍ気象塔 

気象観測データ（風向・風速など）取得のため、中型ロケット発射

管制棟の裏山に８０ｍ気象塔を設置しており、打上げ作業の安全と進

行の円滑化のために必要なデータを総合指令棟に伝送している。 
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３－３ 大型ロケット発射場 
 

大型ロケット発射場は、当初Ｈ－Ⅱロケット用発射場として、昭和  

６１（１９８６）年に建設工事に着工し、総工費約５００億円をかけて

平成３（１９９１）年９月に完成した。その後、Ｈ－Ⅱロケットの後継

機であるＨ－ⅡＡロケットの開発決定に伴い、平成９（１９９７）年に、

約２５０億円をかけて建設工事に着工、Ｈ－ⅡＡロケットのための設備

の増設および改修を行い、平成１２（２０００）年３月に完成した。 
また、Ｈ－ⅡＡロケットの能力を高め、国際宇宙ステーション（ＩＳ

Ｓ）や月面への物資輸送など、将来ミッションへの可能性を開く、Ｈ－

ⅡＢロケット計画に基づき、平成１８（２００６）年から約５０億円を

かけて、設備の追加改修（設計着手）を始め、平成２１（２００９）年

２月に完成した。 
大型ロケット発射場には、大型ロケット組立棟（Yoshinobu Vehicle 

Assembly Building; VAB）、大型ロケット発射管制棟（Yoshinobu Block 
House; B/H）、第１射点（Launch Pad 1; LP1）、第２射点（Launch Pad 
2; LP2）、移動発射台（Yoshinobu Movable Launcher; ML）および推

進薬・高圧ガス貯蔵供給所などがあり、Ｈ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケット

の組立、整備・点検、燃料充填、打上げを行う。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（１）大型ロケット組立棟（Yoshinobu Vehicle Assembly Building; VAB） 
     大型ロケット組立棟は、工場から輸送したロケット各段（ＳＲＢ－Ａ・

1 段・２段）を最初に搬入し、輸送コンテナからロケット各段を取り出し、

移動発射台の上にロケットを組立てる作業を実施するところである。 
    この設備は、Ｈ－ⅡＡロケット２機を同時に点検、整備ができるよう大

規模に増設された。また、その後、Ｈ－ⅡＢロケットへも対応ができるよ

うに部分改修がなされ、一部を切り換えることで、Ｈ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢ

ロケット双方の点検・整備が可能となった。Ｈ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケッ

トは、各段の組立、点検、整備および衛星・フェアリングの取付けまでを

組立棟内で行い、ロケットをのせた移動発射台が射点に移動する方式を採

用している。 
なお、Ｈ－Ⅱロケットでは、組立棟で第２段までの組立が終わった後第
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１射点に移動し、ロケットの点検、整備および衛星・フェアリング取付け

を行っていた。 

 
【参 考】 

  ＜高さ ８１ｍ／幅 ６４ｍ／奥行き ３４.５ｍ／総重量 約５,６００ｔ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
（２） 大型ロケット第１射点（Yoshinobu Launch Pad１; LP1／旧：大型ロケ

ット発射塔 Pad Service Tower; PST） 
大型ロケット第１射点では、Ｈ－ⅡＡロケットによる静止２ｔ級から３

ｔ級の衛星の打上げを実施する。本設備は、従来Ｈ－Ⅱロケット用として

建設した射点であり、大型ロケット発射塔（ＰＳＴ）と呼ばれていた。Ｈ

－ⅡＡロケット打上げにも対応できるよう設備改修を行った。 
当初は、旋回部と固定部があり、大型ロケット組立棟で第２段までの組

立が完了したＨ－Ⅱロケット（および移動発射台）を射点に移動し、発射

塔の中でロケットの点検・整備、衛星・フェアリング取付を行った。すべ

ての準備作業が完了すると、発射当日に旋回部を開き、推進薬充填作業、

各種最終確認作業を経て、ロケットの打上げを行った。 
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現在は、大型ロケット組立棟（ＶＡＢ）でＨ－ⅡＡロケットの全ての組

立、点検・整備を行い、打上げのおおよそ半日前にロケットを射点へ移動

し、打上げを行っている。 

 
【参 考】 

  ＜高さ ６７ｍ／総重量 １，０００ｔ／鉄骨構造＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）大型ロケット第２射点（Yoshinobu Launch Pad 2; LP2） 
   大型ロケット第２射点は、ロケットが今後さらに大型化した場合にも対応

できるよう、ある程度の拡張性が考慮されて建設された射点で、当初、Ｈ－

ⅡＡロケットによる静止２ｔ級から３ｔ級衛星の打上げを行うことができ

たが、その後、Ｈ－ⅡＢロケットによる宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）

及び静止４ｔ級衛星を打ち上げることが出来るように、避雷鉄塔の伸長、冷

却水供給設備及び液体酸素放出設備等の追加改修整備がなされた。 

   大型ロケット第２射点は、第１射点と同じ機能を有する。また、Ｈ－ⅡＡ

及びＨ－ⅡＢロケットは、全ての組立作業を大型ロケット組立棟で実施する

ため、第２射点は、移動発射台接続部と打上げ時の音響を低減するための冷

却水供給用タンクと単純な外観になっている。 

 
【参 考】 

  ＜避雷鉄塔： 高さ ７５．５ｍ＞ 
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（４）大型ロケット移動発射台（Yoshinobu Movable Launcher; ML）／大型ロ

ケット移動発射台運搬台車（通称；ドーリー） 
  大型ロケット移動発射台は、大型ロケット組立棟内で組み立てられたＨ－

ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケットを保持し、ロケット発射時には発射台として使用

される。Ｈ－ⅡＡロケットは、大型ロケット組立棟から約５００ｍ離れた第

１射点まで移動させる。Ｈ－ⅡＢロケットは、約４００ｍ離れた第２射点ま

で移動させる。移動は、２台の多重輪（タイヤ）方式の移動発射台運搬台車

により実施される。移動発射台のＨ型マストは、推進薬配管、電気ライン、

空調用ダクト等のアンビリカルラインを保持するアンビリカルマストとし

ての機能を有している。 
大型ロケット移動発射台は２台あり、うち１台をＨ－ⅡＢロケットの重量

に対応できるよう、移動発射台、移動発射台運搬台車について構造や駆動装

置等においての補強を行った。 

   
【参 考】 

 ＜大型ロケット第１移動発射台（ＭＬ１）２ｔ～３ｔ級Ｈ－ⅡＡロケット対応＞ 

   高さ ６５.５ｍ／幅 ２２ｍ／奥行き ２１ｍ／総重量 約８５０ｔ 

 ＜大型ロケット第３移動発射台（ＭＬ３）２ｔ級Ｈ－ⅡＡ、Ｈ－ⅡＢロケット対応＞     

   高さ ６５.５ｍ／幅 ２２ｍ／奥行き ２５.４ｍ／総重量 約１,１００ｔ 

 ＜移動システム：大型ロケット移動発射台運搬台車＞ 

   なお、大型ロケット移動発射台の運搬は、２台のドーリーを使用して行う。 

全長 ２５.４ｍ／車幅 ３.３ｍ／車高 ２.８４～３.４４ｍ／総重量 約１５０ｔ 

    ウレタンソリッドタイヤ／数 １４軸列で５６本／最高速度 ２ｋｍ／ｈ 

     その他：大型ロケット移動発射台(機体搭載済み)を積載して、前進、後進の他

横行(カニ歩き)定地旋回(その場での１８０度回転等)ができる。 
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（５）大型ロケット発射管制棟（Yoshinobu Block House; B/H） 
大型ロケット発射管制棟は、各射点から約５００ｍ離れているころにあ

り、Ｈ－Ⅱロケット用とＨ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケット用の発射管制室が

隣接している。ここでは、射点におけるロケットの組立・調整、点検作業

等、発射当日の推進薬充填および発射作業に対する直接の指揮、操作、監

督を行うとともに、総合指令棟に必要な情報を伝達し、ロケットの打上げ

までの一連の操作を遠隔操作により実施する。 
Ｈ－ⅡＡ及びＨ－ⅡＢロケット用Ｂ／Ｈは、地下１２ｍに設置されてい

る。また、コンピュータによる自動化を図ることによって、Ｈ－Ⅱロケッ

ト打上げ時に比べて大幅に少ない人員で打上げ作業を行うことができる

よう設計されている。Ｈ－ⅡＢロケットでも使用できるよう、一部の管制

装置用コンピュータ及びソフトウエア変更及び換装が行なわれている。 
    Ｈ－Ⅱロケット用Ｂ／Ｈは、八角形地上１階建ての鉄筋コンクリート構

造で、飛散物等から内部の作業者を保護できるよう防爆気密構造である。

打上げ時には、約１２０名の作業員がここにつめて作業を行ったが、現在

は使用されていない。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）液体エンジン試験場 
   液体エンジン試験場は、Ｈ－Ⅱロケットの第１段エンジン（ＬＥ－７）、

の燃焼試験を行うために整備され、Ｈ－ⅡＡロケットの第１段エンジン（Ｌ

Ｅ－７Ａ）の開発においても使用された。当設備は、開発段階においてエン

ジンの燃焼作動データを取得し、その設計を固めるために重要な役割を果た

し、開発後は引き続き実機型エンジンの領収燃焼試験に使用された。 
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３－４ ロケット追尾設備 
 
（１）レーダ局 

レーダ局は、ロケットの飛行位置を測定するために設置されている。増

田、宇宙ヶ丘、大崎の３つの地区に冗長系を形成するように、レーダ装置

および周辺装置等を設置しており、ロケットの位置測定を行い、そのデー

タを総合指令棟に伝送する。 

 

 
 

（２）テレメータデータ受信局         
テレメータデータ受信局では、打上げられたロケットの各段から送られ

てくる加速度、圧力、温度等のテレメータデータを受信し、ロケットの飛

行状態監視とデータ記録を行う。宇宙ヶ丘および増田の２つの地区に設置

し、飛行安全管制に必要なデータを総合指令棟に伝送する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）光学観測設備 

光学観測設備は、打上げられたロケットを光学カメラで追尾、観測し、

打上げ初期の光学画像を取得する為の設備である。 

広田、竹崎、門倉の３つの光学設備があり、広田、竹崎で取得された画

像は、リアルタイムで総合指令棟に伝送される。 

    なお、広田光学観測所は大型ロケット発射場北西２.３ｋｍの位置に、 

   竹崎光学観測所は大型ロケット発射場より３.３ｋｍの位置にある総合指 
   令棟内に、門倉光学観測所は大型ロケット発射場南西１０.２ｋｍの位置 
   にある門倉岬に位置する。 
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３－５ 衛星系設備 
 
（１）第１衛星組立棟（First Spacecraft Test and Assembly Building; STA1） 
    第１衛星組立棟は、１ｔクラスの小型・中型衛星の輸送後の開梱および

外観検査、衛星組立、電波特性試験、機能点検、適合性試験の各種試験等

を行うところである。 
    衛星は環境条件（クリーン度１万クラス、温湿度要求等）を維持した試

験室内におき、隣接する点検室に設置した点検装置により機能試験を実施

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）第２衛星組立棟（Second Spacecraft Test and Assembly Building; 

STA2） 
    第２衛星組立棟は、輸送された大型衛星の開梱及び外観検査、衛星組立、

電波特性試験、機能点検、適合性試験の各種試験を行うところである。 
また、衛星フェアリング組立棟、大型ロケット発射塔内で衛星を監視す

る他、衛星フェアリング組立棟内で行う衛星の姿勢制御用燃料であるヒド

ラジン充填作業および２液式アポジモータの燃料充填作業の遠隔制御並

びに監視を行うことも可能である。  
    この建屋は、エアロック室、衛星試験室、治工具室、計測準備室、チェ

ックアウト室及び開梱室から成る。 
    高さ２５ｍの試験室は、衛星の環境（クラス１０万のクリーン度等）を
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維持し、分割された状態で搬入された衛星各ユニットの組立、点検、アラ

イメント測定、電気性能等衛星機能チェックを行うところである。この際、

チェックアウト室から遠隔制御および監視等を行う。 
  また、衛星が大型ロケット組立棟や射点に移動した後、衛星のシステム

チェックおよびモニターを行うため、第２衛星組立棟と大型ロケット組立

棟・移動発射台を結ぶ光ケーブルと空中線設備が整備されている。更に増

田宇宙通信所とも空中線設備で結ばれている。 
    なお、平成９年３月に、将来予想される年間多数機の打上げ、２つの大

型衛星を同時に整備できるよう増築した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）衛星フェアリング組立棟（Spacecraft and Fairing Assembly building; 

SFA） 
      衛星フェアリング組立棟は、高さ３０ｍ、クラス１０万のクリーン度の

組立室を始め、エアロック室、推進薬充填室、制御監視室および充填装置

室等から成る。 
      この建屋では、第１衛星組立棟および第２衛星組立棟の作業に引き続き

衛星推進系の高圧リーク試験、衛星への推進剤充填、加圧作業、火工品の

取付、衛星系固体ロケットモータの取付等を行い、最後にフェアリングへ

衛星を収納する作業を行う。 
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（４）第２衛星フェアリング組立棟（Second Spacecraft and Fairing Assembly 
building; SFA2） 

      第２衛星フェアリング組立棟は、第２衛星組立棟と衛星フェアリング組

立棟の機能を合わせ持ち、輸送後の衛星の各種試験から推進薬充填作業、

フェアリングへの収納までの一連の作業を実施する建屋である。 
  この建屋は、エアロック室、ペイロード組立室、フェアリング組立室、

チェックアウト室等から成る。 
  ペイロード組立室は、高さ２８ｍ、クラス１０万のクリーン度の環境を

保つことができ、衛星の輸送後の組立、機能確認、推進薬充填・加圧作業

および点検を実施するところである。 
  フェアリング組立室は、高さ３５ｍ、クラス１０万のクリーン度の環境

を保つことができ、衛星とフェアリングの結合作業、大型ロケット組立棟

への移動準備作業を実施するところである。 
  これらの作業の際、チェックアウト室から遠隔制御および監視等を行う。 
  また、衛星が大型ロケット組立棟や射点に移動した後、衛星のシステム

チェックおよびモニターを行うため、第２衛星フェアリング組立棟と大型

ロケット組立棟・移動発射台を結ぶ光ケーブルが整備されている。 
    なお、大きなペイロードであるＨＴＶの作業に対応できるよう、約１，

０００㎡の作業エリアの増築を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－６ 共通設備 
 
（１）非破壊試験棟 

非破壊試験棟は、ＳＲＢ－ＡのＸ線検査を実施する設備である。Ｘ線検

査を行うことにより、固体推進薬中の欠陥の有無を確認する。ここで実施

するＸ線検査は２通りあり、ひとつはＸ線を検出器にて電気信号に変えて

デジタル画像化するもの、もうひとつはＸ線フィルムによるものである。  
前者は主に固体推進薬中の欠陥、後者はケースと固体推進薬の界面の剥

離欠陥を検査することが目的である。 
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４．用語集  

ＡＴ  領収燃焼試験。Ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ Ｔｅｓｔの略。 

ＢＦＴ  厚肉タンクステージ燃焼試験。Ｂａｔｔｌｅｓｈｉｐ Ｆｉｒｉｎｇ Ｔ

ｅｓｔの略。 

ＣＦＴ  実機型タンクステージ燃焼試験。Ｃａｐｔｉｖｅ Ｆｉｒｉｎｇ Ｔｅｓ

ｔの略。 

ＥＣＢ  動力棟。Ｅｎｅｒｇｙ Ｃｅｎｔｅｒ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＧＨ２  水素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｈｙｄｒｏｇｅｎの略。 

ＧＨｅ  ヘリウムガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｈｅｌｉｕｍの略。 

ＧＮ２  窒素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｎｉｔｒｏｇｅｎの略。 

ＧＯＸ  酸素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｏｘｙｇｅｎの略。 

ＧＴＶ  地上試験機。Ｇｒｏｕｎｄ Ｔｅｓｔ Ｖｅｈｉｃｌｅの略。 

Ｈ－Ｉロケット  Ｎ－Ｉ、Ｎ－IIの開発で得られた成果をもとに開発。第１段はＮ－IIと同

様、第２段エンジンは液酸液水で再着火機能を有するＬＥ－５エンジンを

自主開発した。１９８６年に２段式を、１９８７年に３段式の試験機を打

上げ、合計で９回打上げられた。 

Ｈ－IIロケット  旧ＮＡＳＤＡが１０年の歳月をかけて開発した純国産大型ロケット。重量

２トン級の静止衛星打上げ能力をもつ、全段自主技術による２段式ロケッ

トです。静止軌道以外にも、低・中高度の各種軌道に打上げることができ

た。１トン程度の静止衛星なら、同時に２個打上げることが可能で、経済

的なロケットであった。第１段には、新たに開発した真空中で約１１０ト

ンの推力をもつＬＥ－７と呼ばれる大型で高性能な液体酸素・液体水素エ

ンジンを、また第２段には、Ｈ－Ｉロケットで開発した、再着火能力をも

つＬＥ－５エンジンをさらに高性能、高信頼化したＬＥ－５Ａエンジンを

採用した。誘導システムは、Ｈ－Ｉ開発成果をさらに発展させた慣性誘導

方式を採用した。Ｈ－IIロケットは、１９９４年の初フライト（試験機１

号機）成功以来、これまでに７機の打上げを実施したが、１９９８年の５

号機の軌道投入失敗に続く、１９９９年の８号機打上げ失敗により、以後

に予定していた打上げを中止した。Ｈ－IIロケットの開発を通じて培われ

た技術は、今後、その改良型であるＨ－IIＡロケットの開発に活かされて

いる。 

Ｈ－IIＡロケット  高い信頼性を確保しつつ低コストで対応するという要請に応えるために、

Ｈ－IIロケットの開発技術成果をもとに開発されたロケット。 

Ｈ－IIＡロケットの開発に５年半の歳月をかけ、試験機１号機（２００１

年８月２９日打上げ）および試験機２号機（２００２年２月４日打上げ）

と２回の試験飛行に成功した。３号機からは、本格的な衛星を打上げる実

用ロケットとして使用されている。 

平成１９年度から三菱重工業が主体となり、発射業務をおこなっている。

Ｈ－IIＡロケット  Ｈ－IIＡロケットの構成を示す。例えば、Ｈ２Ａ２０２０（標準型）。 
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機体名称 Ｈ２Ａａｂｃｄ・・・ａ：１段式／２段式 

ｂ：液体ロケットブースタ（ＬＲＢ）の数 

ｃ：固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－Ａ）の数 

ｄ：固体補助ロケット（ＳＳＢ）の数 

Ｈ－IIＡロケット 

２０４型 

 Ｈ－IIＡロケットの構成の一つ。固体ロケットブースタを従来の２本から

４本に増やすことで静止トランスファ軌道(ＧＴＯ)への打上げ能力を約６

トンまで向上させた形態。平成１８年度、Ｈ－IIＡロケット１１号機でＥ

ＴＳ－Ⅷ（きく８号）がこの形態のロケットで打上げられた。 

Ｈ－IIＡロケット 

再点検 

 Ｈ－IIＡロケット６号機の打上げ失敗を受け、信頼性向上を最優先課題と

し、実施された点検活動。 

Ｈ－IIＢロケット  国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）への物資輸送、および従来のＨ－IIＡロ

ケットと併せて運用することでより幅広い打上げニーズに対応することを

目的とする大型ロケット。Ｈ－IIＡロケットでは１基であった第１段液体

ロケットエンジン（ＬＥ－７Ａ）を２基搭載し、ＳＲＢ－Ａを４本装備す

る。ＧＴＯへは最大８トンまでの打上げ能力を持つ。 

ＨＤＦ  水素ガス処理場。Ｈｙｄｒｏｇｅｎ Ｄｉｓｐｏｓａｌ Ｆａｃｉｌｉｔ

ｙの略。使用済み、あるいは不要な水素を廃棄する設備。 

ＨＧＳ  高圧ガス貯蔵供給所。Ｈｉｇｈ Ｐｒｅｓｓｕｒｅ Ｇａｓ Ｓｔｏｒａ

ｇｅの略。 

ＨＴＶ  宇宙ステーション（ＩＳＳ）補給機。Ｈ－II Ｔｒａｎｓｆｅｒ  

Ｖｅｈｉｃｌｅの略。ＩＳＳへの物資（水、実験装置等）補給を目的に開

発される。 

ＫＳＣ  鹿児島宇宙センター。Ｋａｇｏｓｈｉｍａ Ｓｐａｃｅ Ｃｅｎｔｅｒの略

。種子島宇宙センターと内之浦宇宙空間観測所を併せた組織の名称。 

ＪＡＸＡ  宇宙航空研究開発機構。Ｊａｐａｎ Ａｅｒｏｓｐａｃｅ Ｅｘｐｌｏｒ

ａｔｉｏｎ Ａｇｅｎｃｙの略。 

Ｊ－Ｉ  ＮＡＳＤＡが宇宙科学研究所と協力して開発した３段式固体ロケット。 

全長約３３ｍ、直径約１．８ｍ。低軌道へ数百ｋｇから１トン程度の小型

衛星打上げ需要に応えるべく開発。 

ＬＢ  吉信支援機械棟。Ｌａｕｎｃｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＬＥ－５Ａエンジン  Ｈ－IIロケットの第２段用エンジン。液体水素を燃料に、液体酸素を 

酸化剤に用いる。Ｈ－Ｉロケット第２段用に開発したＬＥ－５エンジン 

を改良したもの。 

ＬＥ－５Ｂエンジン  Ｈ－IIＡロケットの第２段エンジン。ＬＥ－５Ａエンジンの構造を簡素化

して信頼性向上を図り、推力を向上させたもの。 

ＬＥ－５Ｂ－２エン

ジン 

 第２段エンジンの燃焼圧力変動の低減等を目的としてＬＥ－５Ｂエンジン

を改良したもの。Ｈ－IIＡロケット１４号機から新規に適用。 

ＬＥ－７エンジン  Ｈ－IIロケットの第１段用エンジン。日本が初めて開発した第１段用液体

ロケットエンジン（液酸液水エンジン）である。 

ＬＥ－７Ａエンジン  Ｈ－IIＡロケットの第１段用エンジン。 
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日本初の１段用エンジンであるＬＥ－７の性能を基本的に継承し、構造を

簡素化して信頼性の向上を図った。 

ＬＨ２  液体水素。Ｌｉｑｕｉｄ Ｈｙｄｒｏｇｅｎの略。 

ＬＨＳ  液体水素貯蔵供給所。Ｌｉｑｕｉｄ Ｈｙｄｒｏｇｅｎ Ｓｔｏｒａｇｅ

の略。 

ＬＯＳ  液体酸素貯蔵供給所。Ｌｉｑｕｉｄ Ｏｘｙｇｅｎ  

Ｓｔｏｒａｇｅの略。 

ＬＯＸ  液体酸素。Ｌｉｑｕｉｄ Ｏｘｙｇｅｎの略。第１段および第２段エンジ

ンの酸化剤に使用する。 

ＬＯＸポスト  ＬＥ－７Ａエンジンの主燃焼室、プリバーナ燃焼室のような、同軸型噴射  

器が使用される燃焼器設計において水素マニホールド内を貫通している燃

焼器エレメントの酸素ライン部分。 

ＬＰ  射座。Ｌａｕｎｃｈ Ｐａｄの略。 

ＬＲＢ 

 

 液体ロケットブースタ。Ｌｉｑｕｉｄ Ｒｏｃｋｅｔ Ｂｏｏｓｔｅｒの

略。 

ＭＨＩ  三菱重工業株式会社。２００７年度よりプライムメーカーとしてＨ－IIＡ

ロケットの製造から打上げまで一貫しておこなう。 

ＭＬ  移動発射台のこと。ロケットを載せた状態で大型ロケット組立棟から射点

まで移動し、そのまま打上台となる。Ｍｏｖａｂｌｅ Ｌａｕｎｃｈｅｒ

の略。 

ＭＴＣＳ  増田宇宙通信所。Ｍａｓｕｄａ Ｔｒａｃｋｉｎｇ ａｎｄ  

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｔａｔｉｏｎの略。 

衛星追跡および衛星へのコマンド送信を行う。 

 

Ｎ－Ｉ 

 日本で初めての実用衛星打上げ用液体大型ロケット。第１段、第３段およ

び固体補助ロケットは米国のデルタロケットの技術を導入。第２段には日

本で開発した。ＬＥ－３液体ロケットエンジンを使用した。１９７５年に

初号機の打上げから合計７機の衛星を打上げた。 

Ｎ－II  Ｎ－Ｉロケットをベースにして、打上げ能力を向上させたロケット。第１

段推進薬タンクの延長、固体補助ロケットを３本から９本へ増加した。１

９８１年２月に初打上げ、本格的な衛星打上げロケットとして、計８機の

衛星打上げに使われた。 

ＮＡＳＡ  米国航空宇宙局。Ｎａｔｉｏｎａｌ Ａｅｒｏｎａｕｔｉｃｓ ａｎｄ 

Ｓｐａｃｅ Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎの略。 

ＮＡＳＤＡ  宇宙開発事業団。Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐａｃｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ａｇｅｎｃｙ ｏｆ Ｊａｐａｎの略。２００３年１０月に宇宙科学研

究所（ＩＳＡＳ）、航空宇宙技術研究所（ＮＡＬ）と統合し、宇宙航空研

究開発機構（ＪＡＸＡ）となった。 

ＮＤＴＦ  非破壊試験棟。Ｎｏｎ Ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖｅ Ｔｅｓｔ  

Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。非破壊試験棟を参照。 

ＲＣＣ  総合指令棟。Ｒａｎｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｅｎｔｅｒの略。種子島に
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おけるロケットおよび人工衛星の発射前作業、地上安全、発射および追尾

等のすべての作業について指令管制を行うと共に、島内の各レーダ、テレ

メータステーションおよびダウンレンジ追跡所間の連絡調整の中枢となり

、発射作業全般の円滑な進行を行うところである。 

ＲＣＯ  射場管制官。Ｒａｎｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｏｆｆｉｃｅｒの略。ロケッ

ト打上げにおいては、ロケット追尾、飛行安全管制を実施するためにレー

ダ、テレメータあるいは通信等多くの射場系設備が利用される。これらの

設備、運用者を指揮統括する。 

ＲＦ  電波。Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙの略。 

ＳＢＢ  固体ロケット試験棟。Ｓｏｌｉｄ Ｂｏｏｓｔｅｒ ａｓｓｅｍｂｌｙ 

Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。固体補助ロケット、固体モータおよび各種火工品

の点検や整備作業を行う建物。 

ＳＦＡ  衛星フェアリング組立棟。Ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ ａｎｄ Ｆａｉｒｉｎ

ｇ Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＳＦＡ２  第２衛星フェアリング組立棟。 

ＳＲＢ  固体ロケットブースタ。Ｓｏｌｉｄ Ｒｏｃｋｅｔ Ｂｏｏｓｔｅｒの略

固体ロケットブースタを参照。 

ＳＲＢ－Ａ  Ｈ－IIＡの固体ロケットブースタ。固体ロケットブースタを参照。 

ＳＲＢ－Ａ改良型  Ｈ－IIＡロケット６号機打上失敗の原因究明作業および再点検活動により

、ＳＲＢ－Ａノズル等に対する対策検討が行われ、ノズルおよびモータが

設計変更されたもの。 

ＳＲＢ－Ａ３  局所エロージョン（ノズル内表面の局所的な浸食）の排除を目的にＳＲＢ

－Ａ改良型を更に改良したもの。 

ＳＳＢ  固体補助ロケットブースタ。Ｓｏｌｉｄ Ｓｔｒａｐ－ｏｎ  

Ｂｏｏｓｔｅｒの略。固体補助ロケットブースタを参照。 

ＳＴＡ  第１衛星組立棟。Ｎｏ．１ Ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ Ｔｅｓｔ ａｎｄ Ａ

ｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＳＴＡ２  第２衛星組立棟。 

ＳＴＢ  スピン試験棟。Ｓｐｉｎ Ｔｅｓｔ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＴＨ  ターミナル棟。Ｔｅｒｍｉｎａｌ Ｈｏｕｓｅの略。 

ＴＫＳＣ  筑波宇宙センター。Ｔｓｕｋｕｂａ Ｓｐａｃｅ Ｃｅｎｔｅｒの略。 

ＴＮＳＣ 

 

 種子島宇宙センター。Ｔａｎｅｇａｓｈｉｍａ Ｓｐａｃｅ Ｃｅｎｔｅｒ

の略。 

ＴＲ－Ｉ  旧ＮＡＳＤＡが開発した全長約１４ｍ、直径約１ｍの固体ロケットで、Ｈ

－IIロケット開発のために使用した。 

ＴＲ－ＩＡ  ＴＲ－Ｉを改造したロケットで、宇宙ステーション時代の本格的な宇宙環

境利用に備えるための無重力実験に供した。 

ＴＳ  テストスタンド。Ｔｅｓｔ Ｓｔａｎｄの略。 

ＴＳＡ  小型衛星燃料充填棟。Ｔｈｉｒｄ ｓｔａｇｅ ａｎｄ Ｓｐａｃｅｃｒ
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ａｆｔ Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

ＴＴ－５００Ａ  旧ＮＡＳＤＡが開発した全長約１０ｍ、直径５０ｃｍの２段式固体ロケッ

トで、ロケット追尾訓練および無重力状態を利用した実験に使用した。 

ＵＳＣ  内之浦宇宙空間観測所。Ｕｃｈｉｎｏｕｒａ Ｓｐａｃｅ Ｃｅｎｔｅｒ

の略。 

ＶＡＢ  大型ロケット組立棟。Ｖｅｈｉｃｌｅ Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉ

ｎｇの略。 

ＷＤＦ  廃水処理場。Ｗａｔｅｒ Ｄｉｓｐｏｓａｌ Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。 

Ｘ時刻  打上げ予定時刻（時分秒）。「Ｘ±」で打上げ予定時刻に対する時刻を 

表す。 

Ｙ  打上げ予定日。「Ｙ±」で打上げ予定日に対する日にちを表す。 

宇宙科学技術館  宇宙開発に関する理解を深めるため、宇宙と人類の関わり、ロケットおよ

び人工衛星の仕組みが理解できるよう実物・模型等がわかりやすく展示さ

れている。種子島宇宙センターにある。 

衛星フェアリング  打上げ時の空気による荷重および熱等の厳しい環境から衛星を保護するた

めに、ロケットの先端部に取り付けるもの。通常、保護の必要がなくなっ

た段階で機体から分離投棄される。 

衛星フェアリング組立棟  衛星への火工品の取りつけ、推進薬の充填および衛星と衛星を飛行中の熱

等から保護するフェアリングを結合する等の衛星整備作業を行う設備。 

液体エンジン試験場  Ｈ－IIＡロケット１段エンジン（ＬＥ－７Ａ）の燃焼試験を行うところ。

大型ロケット組立棟  Ｈ－IIＡロケットの組立、点検、整備および衛星のロケット搭載を行う設

備。Ｈ－IIＡロケット２機同時組立が可能。打上げ当日まで、ロケットは

ここで待機する。 

大型ロケット発射管制棟  ブロックハウスとも呼ばれ、Ｈ－IIＡ及びＨ－IIＢロケット整備作業の進

行管理を行うとともに、ロケットへの推進薬の充填、機器の点検などの遠

隔操作、発射指令を行う半地下耐爆構造の建物。 

大型ロケット発射場  Ｈ－IIロケットの打上げが行われてきたが、現在はＨ－IIＡ及びＨ－IIＢ

ロケット打上げ用に整備。 

大崎データ受信局  ロケットから送られてくる加速度、圧力、温度等のテレメータデータを受

信し、総合指令棟へ伝送する。 

大崎発電所  種子島宇宙センターの各施設設備に安定した電力を供給する施設。１０,

４００ＫＷの発電供給能力を有する。 

海上監視レーダ  漁船、船舶が警戒区域内にないことを確認するために、ロケット打上げ時

の射場近傍海上を監視するレーダ。 

カウントダウン  ロケット打上げ直前の秒読みあるいは、打上げ整備作業の最終段階におけ

る数日間の作業の総称。 

きぼう  宇宙ステーションにおける日本実験棟（ＪＥＭ）の愛称。 

光学観測設備  竹崎、広田および門倉に計３カ所設置され、光学機器でロケット打上げ時

の映像取得を行う設備。 
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小型衛星燃料充填棟  小型衛星の姿勢制御用スラスターの推進薬や高圧ガスを充填する設備。 

小型ロケット発射管制棟  ＴＴ－５００Ａ、ＴＲ－Ｉ等小型ロケットの整備作業、発射指揮等を行っ

た建物。 

小型ロケット発射場  種子島宇宙センターの南東端に位置し、ＴＴ－５００Ａ、ＴＲ－Ｉ等小型

ロケットの打上げに使われた。 

極低温試験  打上げ前に極低温のロケットの液体推進薬を注入し、ロケットと地上設備

の機能性能を確認する各種試験。打上隊員の訓練もかねた総合リハーサル

固体補助ロケット 

ブースタ 

 Ｈ－IIＡで使用する小型の固体燃料を使う補助推進用のブースタ。ＳＳＢ

は２本もしくは４本追加することが可能。 

固体ロケット試験場  固体ロケットブースタの地上燃焼試験を行うところ。 

固体ロケットブースタ  固体燃料を使う推進用のロケットで、打上げ初期の加速に用いられる。Ｈ

－IIＡの場合、ＳＲＢ－Ａと呼ばれるブースタを２基もしくは４基、Ｈ－

IIＢでは４基装着する。 

推進薬  ロケットの「燃料」のこと。 

推力  ロケットが噴射によって発生する力のこと。 

総合指令棟  ロケット打上作業を中心となって指揮する所。全ての情報はここに集めら

れ、整備作業、地上安全、発射および追尾等の打上げに関するあらゆる決

定がここで行われる。 

第１衛星組立棟  １tクラスの小型衛星の組立、整備、各種試験が行われる。気象衛星ひまわ

り５号等がかつてここで整備された。 

第１射点  Ｈ－IIＡロケットの打上げ射点。 

第２衛星組立棟  静止２トン級大型衛星の組立・点検・各種試験を行う。２機同時に整備が

可能。 

第２衛星フェアリング 

組立棟 

 衛星の組立・点検・各種試験から推進薬充填作業、フェアリングへの収納

までの一連の作業を実施する設備。 

第２射点  Ｈ－IIＡ２０２型やＨ－IIＢロケットの打上げ射点。 

ダウンレンジ局  ロケットの飛行情報を得るために、種子島よりロケット飛行方向遠方に設

置されるレーダ、テレメータ、コマンドまたはこれらの一部の機能を有す

るところ。 

竹崎展望台  ロケット打上げ時には、報道機関の取材所となる。記者会見室等も装備し

ている。 

地上安全  ロケット整備作業における危険作業の監視、指導および打上げ時の警戒区

域の監視等安全に関わる総指揮を行うこと。 

中型ロケット組立棟  Ｎ－Ｉ、Ｎ－II、Ｈ－ＩおよびＪ－Ｉロケット打上げに使われた。高さ６

７ｍ、重さ２７００トンの移動式で、ロケットの組立、整備、点検等を行

う。 

中型ロケット発射管制棟  中型ロケット打上射点から１７０ｍ離れた位置にあり、組立棟でのロケッ

トの組立、整備、点検等の指揮、監視を行う。 

中型ロケット発射場  中型ロケット組立棟をはじめ、発射台や発射管制棟がある。 
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ドーリー  Ｈ－IIＡ及びＨ－IIＢロケット移動発射台（ＭＬ）を大型ロケット組立棟

から射点まで運ぶ運搬車。 

ノータム  航空管制当局が航空運行者に対して発行する情報で、ロケット打上げ等か

ら航空機の安全を図る目的で発行される。ＮＯＴｉｃｅ ｔｏ ＡｉｒＭ

ｅｎ。 

発射管制  カウントダウン時の射点系作業の進行管理を行うこと。 

飛行安全  ロケットからの投棄物（燃焼終了後のＳＲＢ－Ａ、切り離し後の１段タン

ク等）あるいはロケットの異常飛行から地上の安全を守ること。 

飛行解析  特定のミッション（人工衛星の軌道投入等）について、飛行経路の設定等

、ロケットの飛行に関する一連の解析作業の総称。 

飛行経路  ロケットの打上げから、ロケットとしての目的を完遂（人工衛星の軌道投

入など）するまでの間にロケットが飛行する軌跡。 

飛行シーケンス  飛行計画の中で予め定められた一連のイベントシーケンス。 

非破壊試験棟  固体ロケットの燃料にひび割れ等がないかをＸ線で検査する設備。 

非破壊試験とは、試験してもその商品価値が変わらない検査の方法。 

ピギーバック打上げ  ロケットが大型化すると、主となる衛星を搭載してなお、打上げ能力に余

裕ができることがある。この余った能力で、小型の衛星を打上げるのがピ

ギーバック打上げで、この小型の衛星をピギーバックペイロード（小型副

衛星）という。 

ブースタ  ブーストとは増幅すること。転じて、ブースタはロケットの補助推進装置

のことをいう。Ｈ－IIＡロケットの場合、ＳＲＢ－Ａ、ＳＳＢがブースタ

の役目を担う。 

プライム制  製造企業が一元的に全体をとりまとめる体制。 

ブリーフィング  作業の前に、作業の内容、作業の実施条件等を確認する会議、打ち合わせ

。 

ペイロード  ロケットに搭載する「荷物」のこと。多くは人工衛星。 

民間移管  公的機関が保有する技術、ノウハウを民間企業へ移転すること。 

メインエンジン  ロケット１段に取り付けられる主エンジンのこと。Ｈ－IIＡ及びＨ－IIＢ

の場合、ＬＥ－７Ａを指す。 

予冷  極低温推進薬を用いるロケットにおいて、予めハードウェアを当該推進薬

の温度近くまで冷却する行為。 

リフトオフ  ロケットのエンジンが点火、燃焼することによりロケットが発射台から離

れたこと。 

レーダ局  ロケットから送信される電波を受信し、飛行位置データを取得する設備。

８０ｍ気象塔  中型ロケット発射場の西方に建つ気象観測用鉄塔。 

ロケットの打上作業を確実に行うためには正確な気象情報が必要であり、

独自の気象観測データ取得に使用されている。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙航空研究開発機構 種子島宇宙センター 

「種子島宇宙センターの概要」  

 第９版 平成２１年 ８月（Ｈ-ⅡＢ/ＴＦ１） 

 第８版 平成１９年 ６月（Ｈ-ⅡＡ/Ｆ１３） 

 第７版 平成１８年１０月（Ｈ-ⅡＡ/Ｆ１１） 

 第６班 平成１７年１２月（Ｈ-ⅡＡ/Ｆ８） 

 第５版 平成１７年 ２月（Ｈ-ⅡＡ/Ｆ７） 

 第４版 平成１４年１１月 

 第３版 平成１４年８月 

 第２版 平成１４年８月 

 初版  平成１３年７月 


